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大好きな平泉寺

わたしたちがご案内します

「拝啓パンクス
ノットデッドさま」

「こまったこまった
サンタクロース」

「福井県と
北海道の縁」

～北海道移民史を
中心として～

石川　宏千花／作
くもん出版

エロール・ル・カイン／え
ほるぷ出版

北国　諒星／著
北海道出版企画センター

高校１年生の晴己は、中学２年生の弟・
右哉と、多摩地区のはずれの古アパー
トで暮らしている。アルバイトで生活
費を稼ぎ、ギリギリの生活を送る兄弟
には、心の支えとなる音楽・パンクロッ
クと、「いつか兄弟でバンドを組む」
という夢があった…。

今夜は、クリスマス・イブ。サンタク
ロースがプレゼントをどっさり持っ
て、５階建ての建物にやってきました。
くつ下を探して、おもちゃを入れてあ
げようと思ったサンタクロースです
が、ここには煙突がありません。どう
やって入ったらいいのでしょうか…。

歴史上、福井県人は北海道に何を遺
したのか？福井県人の北海道移民史
を中心に、幕末・維新時における山
間小藩・大野藩の蝦夷地での活躍や、
明治２年創設の役所「開拓使」に出
仕していた２人の人物の活躍などを
描く。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

ふるさと勝山の
PR動画を配信中
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ま
た
来
て
み
た
い

今
ま
で
の
成
果
だ
せ
た

　

平
泉
寺
は
、
自
然
と
歴
史
が

あ
っ
て
一
乗
と
よ
く
似
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
平
泉
寺
の
中
に

入
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
御
手
洗

池
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

説
明
は
わ
か
り
や
す
く
、
ク
イ

ズ
で
僧
兵
の
や
り
の
指
し
棒
を

使
っ
た
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

　

し
ゃ
べ
り
出
し
や
説
明
資
料
を

出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
工
夫
し
て
、

う
ま
く
説
明
で
き
ま
し
た
。

　

観
光
ガ
イ
ド
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

来
年
も
一
乗
小
と
の
交
流
が
楽

し
み
で
す
。
一
乗
谷
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
知
り
た
い
で
す
。

小林　一輝さん
（一乗小6年）

北坂　閃理さん
（平泉寺小5年）

白山平泉寺の歴史と魅力を学ぶ

手作りコケリウムをプレゼント

　６月から約5か月間、市の観光担当職員や学芸員か
ら、白山平泉寺について学んだり、案内のリハーサ
ルの際にアドバイスを受けたりするなどして、観光
ガイドとして必要な知識や心構えを養いました。

　一乗小の児童に喜んでもらおうと、児童たちが自
宅の苔や石などを持ちより、恐竜のフィギュアの入っ
た100％平泉寺産の苔のテラリウムを制作。
　案内終了後、一乗小児童に手渡されました。

用 語 解 説
Ｅ ＳＤ Education for Sustinable Development
の略で「持続可能な開発のための教育」と訳さ
れる。持続可能な社会づくりの担い手を育む教育
Ｓ ＤＧｓ Sustainable Development Goalsの
略で「持続可能な開発目標」と訳される。2030
年までに世界中のみんなで目指す17の目標
ユ ネスコスクール　地球規模の諸問題に若者が対
処できるような教育手法の開発・発展を目的に
活動

　平泉寺の歴史と魅力を学び、
自分たちで工夫してPRしようと
する姿勢に感動しました。
　日本遺産への認定をきっかけ
に交流がはじまった、一乗谷と
の連携も楽しみです。

阿部　来
（市学芸員）
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「
緊
張
す
る
け
ど
楽
し
み
」
一

乗
小
（
福
井
市
）
の
到
着
を
待
つ

児
童
に
声
を
か
け
る
と
、
そ
ん
な

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
平
泉
寺
小
５
、
６

年
生
14
人
が
、一
乗
小
（
福
井
市
）

５
、
６
年
生
９
人
を
招
待
し
、
昨

年
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
白
山

平
泉
寺
の
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
泉
寺
小
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
取
り
組
み
の
一
つ
「
未
来
の
語

り
部
学
習
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
地
元
の
歴
史
、
文
化
を

未
来
に
語
り
つ
ぎ
、
広
く
発
信
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

石
が
テ
ー
マ
の
日
本
遺
産
と
し

て
、
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
が
同
時

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
両
校
の

交
流
が
は
じ
ま
り
、
昨
年
は
一
乗

小
が
平
泉
寺
小
を
招
き
、
同
遺
跡

を
案
内
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
返
し
に
と
、
今
年
は
平

泉
寺
小
児
童
が
、
白
山
平
泉
寺
の

観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
一
乗
小
を
も

て
な
そ
う
と
、
６
月
か
ら
市
職
員

を
講
師
に
学
習
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を

重
ね
、
白
山
平
泉
寺
の
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。

　

東
尋
坊
跡
か
ら
旧
境
内
を
通

り
、
若
宮
八
幡
宮
の
大
杉
ま
で
を

約
１
時
間
で
巡
り
ま
し
た
。

　

平
泉
寺
小
児
童
は
、
お
そ
ろ
い

の
法は
っ
ぴ被
に
身
を
包
み
、
学
ん
だ
こ

と
を
ク
イ
ズ
に
し
て
出
題
す
る
な

ど
、
楽
し
ま
せ
な
が
ら
案
内
す
る

工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
乗
小
児
童
も
、
初
め
て
知
る

白
山
平
泉
寺
の
歴
史
に
驚
き
な
が

ら
「
東
尋
坊
は
ど
ん
な
お
坊
さ
ん

だ
っ
た
の
」
な
ど
の
質
問
を
し
、

そ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
泉
寺
小
は
、
大
好
き
な
平
泉

寺
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
一
般
の
観
光
客
の
ガ
イ

ド
に
も
挑
戦
す
る
そ
う
で
す
。

　

勝
山
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学

習
に
よ
り
地
域
愛
を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
持
続
可
能
な
社
会
の

創
り
手
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
、

公
立
全
12
小
中
学
校
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

伝えたい 勝
この ま ち

山のこと

平泉寺小学校
未来の語り部育てる

ク
イ
ズ
で
楽
し
く
ご
案
内

Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
盛
ん
な
勝
山
市

持続可能なまちへ持続可能なまちへ

ＳＤＧｓの目標
案内の様子
を動画で
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各校取り組みの一例をご紹介
勝山南部中学校

勝山北部中学校勝山中部中学校

　11月19日、３年３組の生徒25人が、ＳＤＧｓ
を取り入れた社会科の授業を受けました。
　伊豆蔵教諭が財政の仕組みを説明したのち、第
５次勝山市総合計画の６つの基本的視点にＳＤＧ
ｓの目標をあてはめ「大事だと思うものを３つ選
び、その理由を考えてください」と生徒に指示。
　６つのグループに分かれた生徒は、どうすれば
住みやすいまちになり、人口減少を抑えられるか
を真剣に話し合いました。

　例年、「服の力プロジェクト」に参加しています。
今年度も、1年生がSDGｓに取り組む企業の一つ
であるGUの方に来ていただき、プロジェクトの
概要を伺ったり質問をしたりしました。
　今後は資源回収などを通して服を回収し、世界
の生活に困っている方に服を届けるこのプロジェ
クトに本格的に参加してい
きます。

　伝統的に行われている浄土寺川とその周辺地域
を舞台にした地域環境調査美化活動に今年度も取
り組みました。
　環境美化委員会が中心となって企画し、全校生
徒に「協働」と「地域への貢献」を投げかけました。
暑い中でしたが、全校生徒が地域の環境を次の世
代につなぐことを意識して
取り組むことができまし
た。

　ＳＤＧｓを授業に取り入
れるメリットは、複雑なこ
とを簡単に焦点化して考え
られることです。
　生徒たちが社会に関心を
持ち、自分事としてとらえ
るための思考ツールとして
利用していきたいです。

　総合計画のアンケートで
雪が多いことに市民が困っ
ていることが分かり「13　
気候変動に具体的な対策を」
の達成に取り組むことが住
み続けられるまちづくりに
つながると考えました。
　みんなで勝山市のことを
考えるのは楽しかったです。

伊豆蔵　和貴教諭

和田　倖奈さん（3年）
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豊
か
な
自
然
と
古
い
歴
史
が
あ
る
勝
山

市
。
山
岸
正
裕
市
長
が
、
平
成
12
年
の
市

長
就
任
か
ら
掲
げ
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
＊
１
）
の
理
念
の
も
と
、
地
域
の
魅
力
を

発
掘
・
発
信
す
る
活
動
が
広
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
は
市
内
全
域
を
エ
リ
ア
と

す
る
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー

ク
」
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
（
＊
２
）

に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
学

ぶ
場
が
豊
富
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
土
地
柄
か
ら
環
境
教
育
が

盛
ん
で
、
平
成
24
年
５
月
に
は
第
20
回
環

境
自
治
体
会
議（
＊
３
）が
当
市
で
開
か
れ
、

全
国
に
勝
山
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

そ
の
機
運
に
乗
り
、
さ
ら
に
環
境
教
育

を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
勝
山
市
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ

を
推
進
す
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
公
立
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日
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が
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し
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の

10
年
」
が
平
成
17
年
に
始
ま
り
、
世
界
的

に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。
日
本
の
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
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は
、
平
成
20
年
に
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校
だ
っ
た
の
が
、
現
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１
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０
０
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を
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、
全
国
的
に
盛
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が
っ
て
い
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。
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度
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、
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Ｓ
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
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の
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、
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台
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。
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取
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。
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。
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と
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に
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。
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の
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に
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い
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の
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に
入
っ

て
く
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と
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と
思
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す
。

最
後
に
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に
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、
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市
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流
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出
る
水
が
近
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の
都
市
を
潤
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る
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メ
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よ
う
に
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山
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で
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た
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や
Ｓ
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の
新
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①
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各校取り組みの一例をご紹介
勝山南部中学校

勝山北部中学校勝山中部中学校

　11月19日、３年３組の生徒25人が、ＳＤＧｓ
を取り入れた社会科の授業を受けました。
　伊豆蔵教諭が財政の仕組みを説明したのち、第
５次勝山市総合計画の６つの基本的視点にＳＤＧ
ｓの目標をあてはめ「大事だと思うものを３つ選
び、その理由を考えてください」と生徒に指示。
　６つのグループに分かれた生徒は、どうすれば
住みやすいまちになり、人口減少を抑えられるか
を真剣に話し合いました。

　例年、「服の力プロジェクト」に参加しています。
今年度も、1年生がSDGｓに取り組む企業の一つ
であるGUの方に来ていただき、プロジェクトの
概要を伺ったり質問をしたりしました。
　今後は資源回収などを通して服を回収し、世界
の生活に困っている方に服を届けるこのプロジェ
クトに本格的に参加してい
きます。

　伝統的に行われている浄土寺川とその周辺地域
を舞台にした地域環境調査美化活動に今年度も取
り組みました。
　環境美化委員会が中心となって企画し、全校生
徒に「協働」と「地域への貢献」を投げかけました。
暑い中でしたが、全校生徒が地域の環境を次の世
代につなぐことを意識して
取り組むことができまし
た。

　ＳＤＧｓを授業に取り入
れるメリットは、複雑なこ
とを簡単に焦点化して考え
られることです。
　生徒たちが社会に関心を
持ち、自分事としてとらえ
るための思考ツールとして
利用していきたいです。

　総合計画のアンケートで
雪が多いことに市民が困っ
ていることが分かり「13　
気候変動に具体的な対策を」
の達成に取り組むことが住
み続けられるまちづくりに
つながると考えました。
　みんなで勝山市のことを
考えるのは楽しかったです。

伊豆蔵　和貴教諭

和田　倖奈さん（3年）

E S D特集 勝山市の
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と
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中学生が施策提案

ＮＩＥで活動発信

　平成29年度から、
中学生と市長と語る
会を開催。各校生徒
会が生徒の意見をま
とめ、市長に直接ま
ちづくりの施策を提
案します。

　今年度から、教育
に新聞を活用するＮ
ＩＥの取組を全小中
学校が開始。新聞を
通じて地域や社会に
ついて学び活動を発
信します。

中学生のまちづくりへの参画中学生のまちづくりへの参画
を市長に直接提案する生徒を市長に直接提案する生徒

新聞記事からフードロスに新聞記事からフードロスに
ついて考える村岡小児童ついて考える村岡小児童

勝高生の「勝山人学習」

　市内にある県立勝山高校では、平成30年度か
ら、生徒に地元のことを知ってもらう総合学習「勝
山人」をスタートさせました。この学習は高校の
３年間を通じて行われ、１年次は地域について学
び、２年次は勝山市と他地域を比較、３年次に地
域課題の解決や活性化策を「かっちゃま創生プラ
ン」として発表します。
　この学習には勝山市も協力し、職員が生徒の質
問に答えたり、生徒がまとめたプランにアドバイ
スなどをしています。
　校内の発表で優秀だった
プランは、磨きをかけて市
長に直接提案されます。

小中だけでは終わらない

かっちゃま創生プランを市長に提案かっちゃま創生プランを市長に提案
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。
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③
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発
で
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Ｓ
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と
の
親
和
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の
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Ｓ
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に
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す
。
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す
。

　

大
地
の
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、
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に
は
そ
れ
ら
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利

用
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歴
史
・
文
化
・
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業
と
の
関
係
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理
解
す
る
こ
と
は
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持
続
可
能
な
社
会
〞

と
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解
す
る
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に
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て
も
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で
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け
で
学
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の
で
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に
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、
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に
あ
る
大
地

の
遺
産
を
「
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、触
れ
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、感
じ
て
学
ぶ
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活
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と
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り
組
ん
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す
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こ
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こ
と
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通
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て
、
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た

ち
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ら
す
勝
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へ
の
理
解
も
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ま
り
、

郷
土
愛
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
球
の
歴
史
を
扱
う
こ
と
で
、
時

間
ス
ケ
ー
ル
の
理
解
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

気
候
変
動
や
自
然
災
害
は
、
人
間
の
時

間
ス
ケ
ー
ル
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
ま
せ

ん
。「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
う
言
葉
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
も
人
間
が
意
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を
し
な
い
間
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ず
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変
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し
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に
、
目

を
向
け
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ら
か
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側
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も
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り
ま
す
。
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可
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な
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を
目
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す
に
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時
間
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ル
で
世
界
を
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る
こ
と
が
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切
な
の
で
す
。
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パ
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だ
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ら
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質

や
地
形
の
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る
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け
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あ
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せ
ん
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

少
し
ず
つ
意
識
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
将

来
を
担
う
「
地
球
に
寄
り
添
っ
て
生
き
ら

れ
る
人
」
を
育
む
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

専
門
家
に

　

聞
き
ま
し
た
②

町　澄秋
（市学芸員）

恐竜化石発掘現場を
見学する成器西小児童
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成器西小学校

三室小学校

荒土小学校

北郷小学校

成器南小学校

村岡小学校

野向小学校

鹿谷小学校

　校区を流れる浄土
寺川で、ホタルが多
く飛び交う理由を調
べるために、環境指
標生物をもとに水質
検査にチャレンジし
ました。

　校区を流れる三室
川の水生生物調査を
実施し、昨年の結果
と比較。継続調査で
新発見や疑問が生ま
れてくることに期待
しています。

　台湾の小学校と交
流し、アートマイル
プロジェクトに挑
戦。新型コロナウイ
ルス感染症について
調べ、共同で壁画を
制作します。

　校区に流れる畝見
川を調査。そこに生
息する動植物が生き
やすい環境について
考え、川の環境保全
活動を行っていきま
す。

　校区内の食につい
て調査。おいしい食
材を生産する生産者
に話を聞いたり、食
材を貯蔵している雪
室を見学したりしま
した。

　地域の環境団体と
協力し、今年もミチ
ノクフクジュソウ保
全活動に参加。下草
刈りや保護を呼び掛
ける看板を作成しま
した。

　野向町でエゴマづ
くりが盛んな理由を
地域住民に話を聞き
調査。自分たちがエ
ゴマづくりに対して
何ができるかを考え
ました。

　生産組合の方に教
わりながら、昔なが
らの道具の使い方や
苗の植え方を教わり
田植えに挑戦。9月
に無事収穫できまし
た。

浄土寺川の水質調査浄土寺川の水質調査

三室川の水生生物調査三室川の水生生物調査

WEB会議で交流WEB会議で交流

畝見川の水生生物調査畝見川の水生生物調査

雪室を見学雪室を見学

斜面の下草刈り斜面の下草刈り

特産のエゴマを学習特産のエゴマを学習

昔の道具で田植え昔の道具で田植え

持続可能なまちへ持続可能なまちへ
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域課題の解決や活性化策を「かっちゃま創生プラ
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　この学習には勝山市も協力し、職員が生徒の質
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スなどをしています。
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長に直接提案されます。
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　60歳を過ぎた方でも、「60歳から65歳未満」の
5年間、国民年金の保険料を納めることで、老齢基
礎年金額を増やすことができる「任意加入制度」
があります。

●任意加入は次の条件を全て満たす方
①国内に住所がある60歳以上65歳未満
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方

●加入できる期間
60歳の誕生日の前日から65歳の誕生月の前月末

まで（加入日は申込日）
※納付方法は口座振替が原則です

問市民・税務課　☎88－8102　　福井年金事務所　☎0776－23－4518

年金加入記録などの確認は
　　「ねんきんネット」

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
　　ご存知ですか？　　ご存知ですか？

年
金

対象者
20歳～
59歳

対象者
60歳～
64歳

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金（基礎年金）への加入が義務付けられてい
ます。

●いつ国民年金に加入するの？
①20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
　※ 20歳の誕生日から概ね２週間以内に日本年金
機構より「国民年金加入のお知らせ」が本人
に届きます（手続きは不要です）

②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金は３パターンで暮らしを支援
①「老齢基礎年金」は老後の生活を支援
② 「障害基礎年金」は病気やケガで障害を負った
方の生活を支援
③ 「遺族基礎年金」は加入者が亡くなったときに
子のある妻または子の生活を支援

勝山市長選挙
新市長に 水上実喜夫水上実喜夫 氏 氏

　11月29日、任期満了による勝山市長選挙が行われ、即日開　11月29日、任期満了による勝山市長選挙が行われ、即日開
票の結果、水上実喜夫氏（61）＝野向町北野津又＝が初当選票の結果、水上実喜夫氏（61）＝野向町北野津又＝が初当選
しました。しました。
　任期は12月26日からの4年間です。　任期は12月26日からの4年間です。

勝山市長選挙開票結果（敬称略）
水上実喜夫（61） 無所属　＝野向町北野津又＝　7,291票
松村　治門（52） 無所属　＝北郷町坂東島＝　　5,995票

　有権者数　19,293人 投票者数　13,494人
　投票率　　69.94％ 無効票　　208

12月1日、水上氏に、市選挙管理委員会の
牧野敏孝委員長が当選証書を付与問勝山市選挙管理委員会（総務課内）☎88 ｰ 1116
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荒
土
小
が
９
月
に
開
い
た「
荒
土
の
名
所
め
ぐ
り
」

で
、
荒
土
町
堀
名
の
日
吉
神
社
に
は
水
晶
が
落
ち
て

い
る
と
聞
い
た
児
童
た
ち
が
、神
社
の
中
を
探
す
と
、

実
際
に
た
く
さ
ん
の
水
晶
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

昔
、
こ
の
神
社
は
、
裏
山
に
あ
る
堀
名
銀
山
で
採

れ
た
銀
の
選
別
所
で
あ
っ
た
た
め
、
選
別
の
際
に
捨

て
ら
れ
た
水
晶
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

水
晶
を
見
つ
け
た
児
童
た
ち
が
大
喜
び
で
「
近
所

の
神
社
で
水
晶
が
見
つ
か
る
な
ん
て
す
ご
い
」「
友

達
に
教
え
て
あ
げ
た
い
」
と
話
す
の
を
聞
い
て
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
が
子
ど
も
た
ち
の
地
域
愛
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
が
、
昨
年
度
、
市
内
の
小
学
３
年

〜
中
学
３
年
を
対
象
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
約
９
割
が
「
住
ん
で
い
る
地
域
が
好
き
」「
地

域
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
８
割
が
「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
が
全
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
推
進
に
よ
り
、
確
実
に
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

地
域
愛
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
考

え
方
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し

て
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
勝
山
市
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

勝
こ の ま ち

山が好き
小さくてもキラリと光る

勝山市の
ＥＳＤ情報
はこちら

持続可能なまちへ持続可能なまちへE S D特集 勝山市の

持
続
可
能
な
勝
山
目
指
し
て
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　60歳を過ぎた方でも、「60歳から65歳未満」の
5年間、国民年金の保険料を納めることで、老齢基
礎年金額を増やすことができる「任意加入制度」
があります。

●任意加入は次の条件を全て満たす方
①国内に住所がある60歳以上65歳未満
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方

●加入できる期間
60歳の誕生日の前日から65歳の誕生月の前月末

まで（加入日は申込日）
※納付方法は口座振替が原則です

問市民・税務課　☎88－8102　　福井年金事務所　☎0776－23－4518

年金加入記録などの確認は
　　「ねんきんネット」

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
　　ご存知ですか？　　ご存知ですか？

年
金

対象者
20歳～
59歳

対象者
60歳～
64歳

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金（基礎年金）への加入が義務付けられてい
ます。

●いつ国民年金に加入するの？
①20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
　※ 20歳の誕生日から概ね２週間以内に日本年金
機構より「国民年金加入のお知らせ」が本人
に届きます（手続きは不要です）

②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金は３パターンで暮らしを支援
①「老齢基礎年金」は老後の生活を支援
② 「障害基礎年金」は病気やケガで障害を負った
方の生活を支援
③ 「遺族基礎年金」は加入者が亡くなったときに
子のある妻または子の生活を支援

勝山市長選挙
新市長に 水上実喜夫水上実喜夫 氏 氏

　11月29日、任期満了による勝山市長選挙が行われ、即日開　11月29日、任期満了による勝山市長選挙が行われ、即日開
票の結果、水上実喜夫氏（61）＝野向町北野津又＝が初当選票の結果、水上実喜夫氏（61）＝野向町北野津又＝が初当選
しました。しました。
　任期は12月26日からの4年間です。　任期は12月26日からの4年間です。

勝山市長選挙開票結果（敬称略）
水上実喜夫（61） 無所属　＝野向町北野津又＝　7,291票
松村　治門（52） 無所属　＝北郷町坂東島＝　　5,995票

　有権者数　19,293人 投票者数　13,494人
　投票率　　69.94％ 無効票　　208

12月1日、水上氏に、市選挙管理委員会の
牧野敏孝委員長が当選証書を付与問勝山市選挙管理委員会（総務課内）☎88 ｰ 1116
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荒
土
小
が
９
月
に
開
い
た「
荒
土
の
名
所
め
ぐ
り
」

で
、
荒
土
町
堀
名
の
日
吉
神
社
に
は
水
晶
が
落
ち
て

い
る
と
聞
い
た
児
童
た
ち
が
、神
社
の
中
を
探
す
と
、

実
際
に
た
く
さ
ん
の
水
晶
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

昔
、
こ
の
神
社
は
、
裏
山
に
あ
る
堀
名
銀
山
で
採

れ
た
銀
の
選
別
所
で
あ
っ
た
た
め
、
選
別
の
際
に
捨

て
ら
れ
た
水
晶
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

水
晶
を
見
つ
け
た
児
童
た
ち
が
大
喜
び
で
「
近
所

の
神
社
で
水
晶
が
見
つ
か
る
な
ん
て
す
ご
い
」「
友

達
に
教
え
て
あ
げ
た
い
」
と
話
す
の
を
聞
い
て
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
が
子
ど
も
た
ち
の
地
域
愛
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
が
、
昨
年
度
、
市
内
の
小
学
３
年

〜
中
学
３
年
を
対
象
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
約
９
割
が
「
住
ん
で
い
る
地
域
が
好
き
」「
地

域
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
８
割
が
「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
が
全
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
推
進
に
よ
り
、
確
実
に
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

地
域
愛
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
考

え
方
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し

て
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
勝
山
市
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

勝
こ の ま ち

山が好き
小さくてもキラリと光る

勝山市の
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はこちら
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持
続
可
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勝
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 令和２年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.8%

24.8%

56.0%

24.5%

0.0%

48.1%

62.2%

24.2%

100%

64.0%

50.6%

35.9%

44.4%

69.4%

15.0%

30.5%

26.9%

0%

378.6%

14.8%

0.0%

53.0%

15億7,568万円

4,045万円

112万円

319万円

0万円

1,394万円

2億8,092万円

375万円

1,881万円

25億9,118万円

127万円

632万円

4,777万円

32億5,455万円

1億9,351万円

223万円

2,157万円

0万円

3億 337万円

8,291万円

0万円

84億4,254万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億6,313万円

39億4,160万円

39億1,030万円

9億3,659万円

1億1,453万円

8億6,172万円

12億6,950万円

13億9,942万円

4億7,465万円

17億 196万円

623万円

11億2,653万円

2,707万円

159億3,323万円

49.8%

75.1%

37.5%

40.8%

99.9%

19.9%

32.5%

35.0%

35.0%

26.8%

28.4%

46.5%

0.0%

45.4%

8,119万円

29億6,183万円

14億6,487万円

3億8,217万円

1億1,446万円

1億7,163万円

4億1,305万円

4億8,923万円

1億6,624万円

4億5,592万円

177万円

5億2,364万円

0万円

72億2,600万円

特別会計予算の執行状況

27億7,263万円

1億6,302万円

200万円

1,300万円

1,200万円

2,900万円

4億5,200万円

1,550万円

1,881万円

40億4,572万円

250万円

1,762万円

1億752万円

46億9,099万円

12億9,121万円

731万円

8,010万円

2億9,944万円

8,012万円

5億6,080万円

12億7,194万円

159億3,323万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 2億1,428万円 424万円 1億 925万円
下 水 道 事 業 11億2,327万円 1億8,102万円 3億9,587万円
国 民 健 康 保 険 23億9,542万円 9億6,115万円 9億3,990万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2,618万円 1億2,508万円 9,300万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億2,844万円 11億4,889万円 11億7,861万円
介護サービス事業勘定 850万円 356万円 307万円

農業集落排水事業 1億8,222万円 1,597万円 7,700万円
市 有 林 造 成 事 業 5,014万円 80万円 998万円
特 別 会 計 合 計 71億2,845万円 24億4,071万円 28億0,668万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 27億7,263万円
収入済額 15億7,568万円

11億8,208万円
4億8,062万円
11億9,555万円
8億5,734万円
8,309万円
7,921万円

1億5,000万円
5,859万円
2,465万円
446万円

1億3,726万円
9,546万円

市債の
状況

　また、現在高119億5,449万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
15億1,098万円
38億7,092万円

9,509万円
4億4,846万円
2億 907万円
3億 312万円
1億7,738万円
1億3,251万円
52億 696万円
119億5,449万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～0.5％以下
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
85億2,210万円
24億 744万円
9億5,379万円
7,116万円

割　合
71.3%
20.1%
8.0%
0.6%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらうこ
とで世代間の負担を公平にする効果があります。市
では、市債の中でもなるべく普通交付税として後年
度に国から財源措置される市債の借り入れを行うこ
ととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事
業などに充てています。９月末現在の残高は119億
5,449万円（前年同月末比0.7％の減）となっていま
すが、そのうち61.4％にあたる73億4,597万円が普
通交付税として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について

会　　　計　　　名 現　在　高
一 般 会 計 119億5,449万円
　うち臨時財政対策債除く 72億4,423万円

特
別
会
計

下 水 道 事 業 52億 316万円
農 業 集 落 排 水 事 業 12億7,774万円
市 有 林 造 成 事 業 4,090万円

合　　　　計 184億7,629万円
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新型コロナウイルス感染症

第３波の今、できること
感染リスクを下げて会食 感染リスクが高まる

「5つの場面」に注意

感染対策の再徹底を

　年末年始が近くなり、忘年会や新年会、親せき
の集まりなど会食の機会が増える時期です。
　会食に参加する場合は、「感染リスクを下げる
工夫」をして楽しみましょう。

飲酒をする場合
①少人数・短時間で
② なるべく普段一緒にい
る人と
③ 深酒・はしご酒は控え、
適度な酒量で

箸やコップは使いまわさない

座席の配置は斜め向かいに

会話するときはなるべくマスク着用
　扇子やハンカチ、おしぼりなどで口元を覆う

体調が悪い人は参加しない

開催時期を分散させる
　12月下旬に集中させない

「感染予防推進宣言」
ステッカーのある
お店を利用

場面１ 飲酒を伴う懇親会等
 大きな声を出さない、回し飲みをしない

場面２ 大人数や長時間におよぶ飲食
 4人以下、短時間に抑えて

場面３ マスクなしでの会話
 車中でも注意が必要

場面４ 狭い空間での共同生活
 共用部分は特に注意を

場面５ 居場所の切り替わり
 休憩室や喫煙所などでも気を抜かないで

•マスクの着用
•咳エチケット
•定期的な換気

•こまめな手洗いと消毒
• 毎日の検温など
　体調管理

• 人との間隔は１ｍ以上
確保

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
ざ
い
ま
し
た

越
前
信
用
金
庫
よ
り
寄
附

㈱
パ
シ
オ
ン
よ
り
寄
附

　
「
環
境
保
全
活
動
支
援
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
、
20
万
円
を
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

メ
モ
リ
ー
ナ
紫
苑
（
滝
波
町
5
）
を
運

営
す
る
㈱
パ
シ
オ
ン
よ
り
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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